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Iは じめに

名古屋市立大学看護実践教育モデルは、名古屋市立大

学看護学部と名古屋市立大学病院看護部がユニフィケー

ション事業として、平成25年7月 に名古屋市立大学看護

実践教育モデル検討委員会を立ち上げ、8回 の委員会を

開催 し議論を重ねて構築 した。本モデルは、エビデ ンス

に基づいた質の高い臨床看護実践ができる人材、および

地域住民の健康支援に貢献できる人材を輩出することを

目的として、モデルの概要、大学教育か ら現任教育にお

けるジェネラリス ト育成プログラム、運用方法を検討 し、

平成26年 度か ら試験的運用を始めた。現在1年 が経過 し

たことか ら、モデルの概要と1年 間の活動報告および評

価を報告する。

本モデルは、平成24年 に新たな人材要求としてクリニ

カルティチャーの設置を提案 した名古屋市立大学看護学

部北川眞理子教授と前名古屋市立大学病院岩田広子副病

院長兼看護部長か ら引継いた事業である。

II名 古屋市立大学看護実践教育モデル事業の概要

本モデル構築の目的は、名古屋市立大学看護学部と名

古屋市立大学病院看護部が協働 し、理論と実践の融合を

図り、エ ビデ ンスに基づいた質の高い臨床看護実践がで

きる人材、および地域住民の健康支援に貢献できる人材

を輩出することである。このモデルでいう人材は、一般

の看護師であるジェネラリス トのことである。

目的を達成するために、「卒業時の臨床看護実践能力

の質の向上を図る」「大学教育か ら現任教育への継続教

育の発展に繋げる」「臨床上の問題を科学的に探求する」

「地域住民の健康を促進する」 という4つ の目標を掲げ、

さらに目標を達成するための具体達成目標を次に示す。

看護学部生の 「卒業時の臨床看護実践能力の質の向上

を図る」ためには、病院看護部が既に行っている実習指

導のみな らず、講義や演習を協働で行うことで、最新の

知識 ・技術が提供できること、看護師になることへのモ

チベーションが向上できること、演習や実習の構成 ・指

導案についての意見交換を行い、より現実に即 した教育

が提供できることが挙げられる。

次に、病院看護部職員の 「大学教育か ら現任教育への

継続教育の発展に繋げる」ためには、看護学部が協働す

ることで、新人 ・中堅看護師教育ではリアリティショッ

クの緩和、適応力の向上、アセスメント力の向上に、教

育担当者と臨地指導者への教育では、指導力の向上、リー

ダーシップの向上が挙げられる。

「臨床上の問題を科学的に探求する」ために、看護学

部と病院看護部が共同研究を行 うこと、さらに、「地域

住民の健康を促進する」ために、地域住民への健康支援

活動を行うことが挙げられる。

これ らの目標達成による期待される成果として、①演

習や実習の構成を共同で考えることで臨床に即 した授業

が展開できる。②学習内容や教授方法を理解することに

より、効果的な学生への指導が提供できる。③効果的な

現任教育を行うことで、患者への質の高い看護実践が提

供できる。④共同研究を行うことで科学的思考を看護実

践に生かすことができる。さらに、⑤地域住民が健康の

維持 ・増進に関心をもつことができる。

III平 成26年 度事業報告

前記 した4つ の目標達成に向けて、平成26年 度は3事業

「演習指導者の運用」「新人 ・中堅看護師の現任教育への

参画」「共同研究の推進」を運用 した。

1.演 習指導者の運用

この事業は、目標 「卒業時の臨床看護実践能力の質の

向上を図る」に対応するものであり、平成26年 度は学部

専門科目6科 目において、演習指導者のべ47名(表1)

を活用することができた。

科目責任者による評価として 「学生にとって看護技術



をよりイメージ化 しやす く習得す ることができた」「実

習への不安の軽減につながる」「臨床の看護師から指導

を受けることで、よりリアルな感覚をもって演習に取り

組むことができた」「技術を習得することへの動機付 け

が得られた」など、学生の学習効果が高まったといった

意見が聞かれた。 また、看護援助論IA(1年 生)、 看

護援助論IB(2年 生)の 学生によるアンケー ト結果か

ら 「現場で働 く看護師さんの現場の声を聴 くことができ

た」「看護技術への関心がより高 くなった」「将来につな

がる演習であると意識でき意欲が向上 した」「臨床での

工夫について話を聴 くことができた」などの意見が聞か

れ、学生の臨床現場の実感と将来像への意識化に影響 し

ていることがわかった。

演習指導者を行った看護師からの評価として 「短い時

間での説明だけで指導者の役割を感 じなか った」「ただ

見守るような役割でよいのか疑問」「事前の説明で指導

者 は学生の態度を注意 しないでほしいと言われたが、注

意すべ きでないか」「現場のや り方 と大学のや り方が違

うので指導者が演習にはいる意味があるのか」など、演

習指導者の役割が不明確なまま演習指導を行っている状

況が明らかになった。

また、運用上の課題 として、演習指導者の日程調整

(事前打ち合わせを含む)が 困難であったケースがみ ら

れた。今後の検討課題として、1)演 習指導者の役割 ・

位置づけについての周知徹底、2)演 習指導者の選定の

明確化、3)病 棟師長と主任による口程調整、があげら

れた。

2.新 人 ・中堅看護師の現任教育への参画

この事業は、目標 「大学教育か ら現任教育への継続教

育の発展に繋げる」に対応するものであ り、平成26年 度

看護部研修のうち、4つ の研修について看護学部の教員

3名 による講義を行った。(表2)

3.共 同研究の推進

この事業は、目標 「臨床上の問題を科学的に探求する」

に対応するものであ り、平成26年 度は2つ の共同研究を

進めている。

1)テ ーマ 「ユニフィケーションによる看護実践能力向

上に向けた多重課題に関する教育プログラムの開発

と評価」(平成26年4月 ～平成27年3月)

看護学部:脇 本寛子,矢 野久子

看 護 部:渡 邊美奈,平 岡 翠,(井 出由美)

2)テ ーマ 「非鎮静化でMRI・CT・RI検 査が受 けら

れるためのプレパ レーションの実践とその効果」

(平成26年3月 ～平成29年3月)

看護学部:山 口孝子,堀 田法子

看 護 部:小 川彩花,松 井幸子,杉 田なつ未

IV今 後の課題

演習指導者による指導については、学生の反応もよく

教育効果が上がっている。 しか し演習指導者は、検討 し

た役割や位置づけについての周知が徹底されないままに

参加 していたこともあったため、今後はクリニカルラダー

としての位置づけか らも、主任または主任クラスの看護



師を選定 し、主任会で演習指導者の役割、位置づ けにつ

いての調整を図 ることとす る。

また、研修プ ログラムについて は一部再検討す ること

や、新人 フォローア ップ研修 について は、今後 は積極的

に進めてい くこととす る。今後 もジェネラ リス ト育成の

ため に、看護学部 と看護部が より一層協同 し事業を推 し

進めてい きた い。
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